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新
婦
人
な
ど

を
運
行
す
る
土
佐
電
気
鉄

道
（
本
社
・
高
知
市
）

竹
本
昭
和
社
長
≠
辞
任
の

申
し
出
宜
が
昨
年
5
月
に

株
主
と
の
面
談
で
元
暴
力

団
組
長
＝
故
人
＝
と
の
関

係
を
誇
示
し
た
と
さ
れ
る

4
団
体
は
、
高
知
県
議
会

に
対
し
「
厳
正
な
対
処
を

求
め
る
」
要
望
書
を
森
田

暴
力
団
問
題

名
前
を
言
っ
た
も
の
。
元

組
長
は
2
人
に
影
響
力
の

あ
っ
た
人
物
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
面
談
の
様
子
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
投

稿
さ
れ
、
同
社
会
長
の
西

岡
責
八
郎
県
議
甘
目
民
党

甘
も
同
席
し
て
い
た
こ
と

て
、
「
県
読
会
は
暴
力
団

排
除
条
例
を
制
定
じ
た
議

会
の
権
威
に
か
け
て
も
責

任
あ
る
対
処
方
策
を
県
民

に
示
す
必
要
が
あ
る
」
と

求
め
て
い
ま
す
。

新
婦
人
の
山
岡
美
和
子

き
ま
し
た
。

応
対
し
た
森
田
議
長

は
、
要
望
書
の
内
容
は
多

的
に
は
本
人
が
判
断
す
る

問
題
」
と
の
べ
ま
し
た
。

高
知
県
常
会
は
こ
の
間

題
を
受
け
、
3
月
2
7
日
に

「
暴
力
団
排
除
・
真
相
究

明
を
め
ざ
す
決
議
」
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
西
岡
県
議
は
退
席
し

て
い
ま
す
。

言
画
q
汲
令
編
節
介
ゆ
か
り

周
産
期
医
療
・
母
子
保
健
拡
充
へ
体
制
を
強
化

出
産
で
き
る
産
婦
人
科
は
、
、

県
内
で
わ
ず
か
、
1
7
か
所
。

医
師
の
確
保
と
出
産
で
き
る

医
療
機
関
の
体
制
を
整
え
、

母
子
の
命
と
子
ど
も
の
成
長
・

発
達
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
は
、
　
「
分
娩
を
取
り

扱
う
医
療
機
関
が
こ
れ
だ
は

減
少
す
る
中
で
、
県
民
の
不

安
感
や
負
担
感
は
大
き
い
。

こ
れ
を
な
ん
と
か
し
て
い
く

こ
と
が
、
我
々
、
県
と
し
て

の
責
務
」
　
と
答
え
、
「
周
産

期
医
療
体
制
の
確
保
」
　
を
図

る
た
め
に
平
成
2
5
年
度
か

ら
の
新
し
い
柱
と
し
て
、
庁

内
に
　
「
周
産
期
・
母
子
保
健

推
進
室
」
を
新
た
に
設
置
。
。

第
1
に
、
火
材
確
保
と
N

I
C
U
を
は
じ
め
と
ず
る
施

設
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ

と
。
第
2
に
、
「
母
体
管
理

の
徹
底
」
　
を
図
る
こ
と
で
、

妊
婦
検
診
に
つ
い
て
も
更
に

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と

い
う
こ
と
。
第
3
に
、
「
健

や
か
な
子
ど
も
の
成
長
・
発

一
連
へ
の
支
援
」
　
を
図
る
た
め

に
、
各
福
祉
保
健
所
に
専
任

職
員
を
配
置
競
る
こ
と
で
、

体
制
も
強
化
し
て
、
母
子
保

健
体
制
の
充
実
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
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